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肺Mycobacteriumshimoidei感 染 症 の1例

1高 山 聡2富 永慎一郎2塚 田 義一2大 河内 稔

3稲 瀬 直彦

要 旨:症 例 は 喫煙 歴 の あ る68歳 男 性｡主 訴 は 発 熱 と咳嗽。 両 側 上肺 野優 位 に浸 潤 影 を認 め,喀痰 塗

抹 で 抗 酸 菌 が 陽性 で あ っ た。 しか しPolymerasechainreaction法 で 菌 種 を同 定 で きなか った。 培 養 陽性

で,DNA-DNAhybridization法 を行 っ た が や は り菌 種 を同 定 で きな か っ た。16SribosomalRNAsequen-

cingを 行 い98.42%が 一 致 し てMycobacteriumishimoidei感 染 症 と 診 断 し た。rifampicin,ethambutol,

clarithromycin,pyrazinamide,ciprofloxacinで 自覚 症 状 お よび 画像 所 見 は 改善 し,治 療 開始 後3カ 月 で

排 菌 も陰性 化 した。 治 療 開 始 か ら4カ 月 目 に施 行 した胸 部CTで も改 善 が み られ た。6カ 月 間 の 内服

で 治 療 を終 了 した が,以 後 も再 発 はみ られ て い な い。

キ ー ワ ー ズ:Mycobacteriumshimoidei,非 結 核 性 抗 酸 菌,16SribosomalRNAsequencing,エ タ ン ブ

トー ル,ピ ラ ジナ ミ ド

は じ め に

Mycobacteriumshimoidei(M.shimoidei)は1975年 にわ が

国 のTsukamuraら1)に よ り新 菌種 と して 報 告 され たRun.

yon分 類 皿群 の非 結 核 性 抗 酸 菌 で あ る｡1980年 に 同 一一菌

種 が オ ー ス トラ リア で 検 出 され た た め1981年 に新 菌種

と して承 認 され,そ の 後,ド イ ツ,カ ナ ダ,オ ー ス トラ

リア な ど世 界 の 各 地 か ら肺 感 染 例 が報 告 され て い るが,

そ の頻 度 は低 く非 常 に稀 な 菌 で あ る｡今 回,わ れ わ れ は

抗結 核 薬 が 奏 効 し,排 菌 の 陰性 化 が み られ たM.shimoidei

感染 症 の1例 を経 験 した｡過 去 に報 告 され たM.shimoidei

感染 症 の文 献 を踏 ま えて,考 察 を加 え て報 告 す る｡

症 例

症 例:68歳 男 性｡

主 訴:発 熱,咳 徽｡

喫 煙 歴:20歳 か ら61歳 まで1日40本｡

既 往 歴:20歳 肺 結 核,48歳 胃潰 瘍,53歳 右 気 胸,

55歳 左 気 胸,61歳 左 気 胸,右 気 胸(と も に手 術 を 施

行)｡

現 病 歴:2004年10月,37.4℃ の 発 熱,咳 蹴 が 出 現 し

1横須賀共済病院内科(現:帝 京大学医学部附属市原病院内科),
2横須賀共済病院内科,3東 京医科歯科大学医学部附属病院呼吸
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近 医 を 受 診｡喀 疾 でGaffky7号 の 抗 酸 菌 が 検 出 さ れ,

当院 を紹 介 受 診｡肺 結 核 の疑 いで 当 院 入 院 とな っ た｡

入 院 時 身体 所 見:意 識 清 明,体 温37.1℃,脈 拍84/分 ・

整,血 圧128〃0㎜Hg｡結 膜 に は貧 血,黄 疸 と も にな し｡

表 在 リ ンパ節 は触 知 せ ず｡胸 部 で は 心 音 は 正常 で あ っ た

が,呼 吸 音 の 減弱 を認 め た｡ラ 音 な し｡腹 部 に異 常 所 見

な し｡四 肢 で は ば ち指,浮 腫 チ ア ノー ゼ な し｡

入 院 時 検 査 所 見(Table1):血 算 で は 白 血 球 数 は 正 常

で,Hb11.29/dlと 軽 度 の貧 血 を認 め た｡CRP2.1mg/dl,

血 沈69mm(1hr)と 軽 度 の炎 症 反 応 を認 め た が,そ の ほ

か に生 化 学 的検 査 で は異 常 値 は なか っ た｡な お ツベ ル ク

リン反 応 は 強 い副 反 応 が 出て しま う こ とを懸 念 し施 行 し

なか った｡

画 像所 見:胸 部 エ ッ クス線 写 真(Fig.1)で は肺 野 の 透

過 性 充 進,横 隔膜 の平 底 化 な ど 漫性 閉塞 性 肺 疾 患 に よ る

過 膨 脹所 見 を 認 め,さ らに左 側優 位 に両 側 上 肺 野 に浸 潤

影 を認 め た｡胸 部CT(Fig.2)で は ブ ラ やlowattenuation

areaな ど気 腫 化 所 見 を背 景 と して 左 側優 位 に両 側 上 葉 に

consolidationを 認 め た｡

入 院 後 経 過(Fig.3):喀 痩 で は 繰 り返 しGaffky5号

か ら7号 の 抗 酸 菌 が 認 め ら れ た が,Polymerasechain
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TablelLaboratorydataonadmission

Hematology

RBC

Hb

Ht

WBC

Neutrophil

Eosinophil

Basophil

Lymphocyte

Monocyte

Plt

ESR

363×104//tl

l1.29/dl

33.4%

6100/gl

78.8%

3.6%

0.4%

11.8%

5.4%

31.4×104/Ptl

69mm(1hr)

Biochemistry

CRP

TP

AIb

BUN

Cre

UA

Na

K

Cl

Ca

LDH

AST

ALT

γGTP

ALP

2.lmg/dl

6.6g/dl

3.69/dl

l4mg/dl

O.86mg/dl

6.5mg/dl

140mEq/1

4.3mEq/1

102mEq/1

9｡1mg/dl

167U/1

25U/1

22U/1

37U/1

255U/1
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Fig.1Chestradiographonadmissionshowslung

hyperinflationanddepresseddiaphragms.In且ltrative

shadowsareseeninthebothupperlungfields.

Fig｡3Clinicalcourse
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Fig.2ChestCTscanonadmissionsshowsbullaeand

consolidation.

Fig.4ChestCTscanfourmonthsaftertreatmentsshows

decreasedinfiltrativeshadows.
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reaction法 で はMycobacteriumtuberculosis,Mycobacterium

avium,Mycobacteriumintracellulareの い ず れ も 陰 性 で 菌

種 の 同定 が で き なか った｡症 状 が軽 度で あ り,肺 結核 が

否 定 的 な ため 外 来 で 培 養 の 結 果 を待 っ て治 療 す る こ と と

な っ た｡喀 疾 の8週 培 養 で は2か ら4コ ロニ ーの 抗 酸 菌

が 繰 り返 し培 養 さ れ た｡DNA-DNAhybridization法 を 施

行 した が キ ッ トに含 まれ る19種 類 の 抗 酸 菌 は い ず れ も

陰性 で,や は り菌 種 の 同 定 に は 至 らな か っ た｡16Sribo-

somalRNA(rRNA)sequencingを 施 行 し,98.42%が 一 致

してMycobacteriamshimoideil..染 症 と診 断 した｡薬 剤 感

受性 試 験 で は,rifampicin(RFP),ethambutol(EB),cyclo-

serine,pyrazinamide(PZA)に 感 受 性 を 示 し たが,is｡nia-

zid(INH),streptomycin,kanamycin,ethionamide,envio-

mycin,para-aminosalicylicacid,levofioxacinに は 耐 性 で

あ っ た｡2005年3月 よ り薬 剤 感 受 性 試 験 を も と にRFP,

EB,PZA,clarithromycin(CAM)で 治 療 を 開 始 し た｡

PZAは8週 聞 使 用 した 後 にciprofloxacin(CPFX)へ 変 更

した｡治 療 開 始 後 よ り速 やか に解 熱 し,咳 漱 も消 失 した｡

喀疾 検 査 で は治療 開 始 か ら3カ 月で 塗 抹 が 陰性 化 した｡

さ ら に培 養 で は 治 療 開 始 か ら1カ 月 で 培 養 陰 性 が み ら

れ,以 後 の 培 養検 査 は すべ て 陰性 化 して い た｡治 療 開始

か ら4カ 月後 に施 行 した 胸 部CT画 像 で は浸 潤 影 の 改 善

が み られ た(Fig.4)｡合 計6カ 月 問 の 内服 で 治 療 を終 了

したが 以 後 も再発 は み られ て い ない｡

考 察

自験例 を含めて過去 に文献 で報告 されて いるM.

shimoidei感染症13例 を呈示 した1)～12)(Table3)｡今 まで

に報告されている感染例のすべてが肺への感染例である

が,感 染経路については不明である｡性 別では当初男性

に多い感染症と考えられていたが,近 年は女性の症例

もみられている｡診 断方法は,以 前は生化学的な検査

で 同 定 され て い た｡M.shimoideiはTween80水 解 陽 性,

ethambutolsPtt/mi感 受 性,45℃ で の 発 育,NH20H500

μ」/m'感受 性 な どの 特 性 が み られ る｡近 年 で は16SrRNA

sequencingに よ り診 断 さ れ て い る 症 例 が 多 く,本 例 も

16SrRNAsequencingに よ り診 断 され た｡基 礎 疾 患 と し

て慢 性 閉 塞性 肺 疾 患 や 陳 旧性 肺 結 核,じ ん 肺 な ど を有 す

る場 合 が 多 く,本 例 で も慢性 閉塞 性 肺 疾 患 と陳 旧性 肺 結

核 を基礎 疾 患 と して認 め た｡

治療 と して は抗 結 核 薬 が 用 い られ て い る症 例 が 多 い｡

過 去 に報 告 され た 薬 剤 感 受 性 試 験 で は(Table2),INH

は7例 す べ て で 耐 性 で あ った の に 対 して,EBは8例 中

7例 で,PZAは5例 中4例 で 有 効 と報 告 さ れ て い る｡

EBとPZAを 中 心 と した 治 療 が 有 効 と考 え ら れ た た め,

本 例 で はRFP,EB,PZA,CAM,CPFXで 治 療 を行 った｡

治療 期 間 につ いて の ま と まっ た報 告 は な いが 本 例 で は治

療 開 始3カ 月 で塗 抹 陰性 が み られ,ま た治 療 開始1カ 月

後 か らの培 養 はす べ て 陰 性 で あ っ た こ とか ら6カ 月 で 治

療 を 終 了 したが 以 後 も再 発 は み られ て い な い｡

予 後 は基 礎 疾 患 に も よる が,本 例 の よ う に治 療 に よ り

改 善 が 得 られ て い る症 例 も報 告 され て お り,EBとPZA

を中心 と した多 剤 併 用 療 法 が 有効 と考 え られ た｡
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Tab貰e2Summaryofsusceptibilitiesofルfycobαcteriumshimoideiisolates

Drug Sensitive Resistant lntermediate Totai

Isoniazid

Rifampicin

Rifabutin

Ethambutol

Streptomycin

Pyrazinamide

Clarithromycin

Ethionamide

Amikacin

Ciprofloxacin

P-aminosalicylicacid

Cycloserine

Enviomycin

Levofioxacin

0

2

3

7

2

4

2

3

2

1

1

2

0

0

7

5

0

1

2

1

1

3

1

3

2

1

1

1

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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7

3
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Case Report

A CASE OF PULMONARY MYCOBACTERIUM  SHIMOIDEI INFECTION

1Satoshi TAKAYAMA,  1Shinichiro TOMINAGA,  1Yoshikazu TSUKADA, 

 1Minoru OHKOCHI, and  2Naohiko INASE

Abstract A 68 year-old male who was ex-smoker presented 

with fever and cough. Chest radiograph showed infiltrative 

shadows in both upper lung fields. A sputum smear for acid-

fast bacilli was positive. But the isolate was not identified by 

 polymerise chain reaction method. Acid-fast bacilli were 
cultured from sputum, but the identification was not done by 

DNA-DNA hybridization method. Mycobacterium shimoidei 

was identified by  16S ribosomal RNA sequencing with 98.42 

% matching. Rifampicin, ethambutol, clarithromycin, pyra-

zinamide, and ciprofloxacin were administered, and the 

symptom and abnormal shadows on chest radiography im-

proved. And three months later from the initiation of treat-
ment, sputum smear for acid-fast bacilli became negative. 

Chest CT scan four months after treatments showed decrease 

of infiltrative shadows. We had treated him for six months,

and after that no recurrence occurred. 
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